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改訂　2018年　3月　1日

環境経営方針

企業理念

北斗機工は、主に車体骨格部品を構築する溶接設備機械を製作する企業として、
地球環境の保全に社会的責任を担い社員全員が真摯に考え負荷物質の軽減に
自発的に取り組み自然環境の保全と人や地球に優しい企業を目指し全力を尽くし
活動していきます。

環境経営方針

１．生産活動において、環境への負荷物質の削減を行っていきます。
○ 電力使用、化石燃料の使用の削減を行いCo2削減を進めます。
○ 節水活動を行い、水使用の削減に努めます。
○ リサイクル活動を積極的に行い廃棄物の排出削減を進めます。
○ 設計において材料軽減、部品点数の削減、及びエコ部品などの

使用を進めます。

２．生産において環境法令、及び、条例等を遵守し、環境保全に努めます。
３．全社員で環境活動への教育を行い環境保全に努めます。
４．エコアクション２１の活動を維持し、継続的改善を推進していきます。
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年度期間は、3月～翌年2月まで

1805

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

29 29 29 30 29

1805 1805 1805 1805

従業員

活動規模 単位

人

㎡床面積

事業活動の規模

事業所名 北斗機工株式会社

代表者 茂木 健久

所在地 群馬県太田市大原町1324
TEL  0277-78-5167
FAX  0277-78-6889

e-mail  info@hokutokiko.com

環境管理責任者 髙山 恭平

事業内容 産業用ロボットを使った溶接治具ロボットライン
及び専用機の開発・設計・製作

副管理責任者 田中館 時光
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職名 役割

最高責任者 【代表取締役　茂木　健久】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境経営方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境経営方針・環境経営目標をはじめ環境経営システム全体の見直しを行い、

必要に応じ改訂を指示する。

環境管理責任者 【髙山 恭平・田中館 時光】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成するためにエコアクション委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を

最高責任者に提供する。

事務局 【茂木　潤子】

①事務局として、管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般を所管する。

ｴｺｱｸｼｮﾝ委員会 最高責任者･管理責任者･事務局･エコアクション委員で構成し、3か月に1回環境管理責任者が召集する。

環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について協議する。

環境管理責任者が必要と認めた者は出席することができる。

エコアクション２１ 推進組織図
最高責任者
代表取締役
茂木 健久

管理責任者 髙山 恭平
副管理者 田中館 時光

事務局 茂木 潤子

営業技術 制御システム
設計

電気工事機械加工メカニカル
設計

ｴｺｱｸｼｮﾝ委員会
（3カ月に1回開催）

茂木 健久

茂木 潤子

髙山 恭平
田中館時光
吉橋 崇
長澤 崇久
小倉 徹也

組立・検査・
セットUP

経理・庶務

改訂：2017年 4月 1日(メンバー変更)
2018年3月30日 (組織変更)
2022年3月31日(メンバー変更)



当社に於ける41期(2018/3/1～2019/2/28)の環境負荷実績を把握し、

44期～46期迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．主要な環境経営目標と環境負荷・実績

41期 44期 45期 46期

実績 目標 目標 実績

①空調温度適正化・表示

〇 ②照明等不要時のＯＦＦの推進

③加工機の点検・整備

④エコドライブ推進

3.98%削減 ⑤社用車の点検・整備

⑥電力・化石燃料の集計

①分別ルールの徹底

〇 ②廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④マニュフェスト管理方法の確立

23.92%削減 ⑤裏紙使用ルールの徹底

⑥リサイクル活動の推進

〇 ①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場)

③原因分析と削減方法の検討

12.11%削減

①化学物質含有製品の把握

②化学物質排出量の把握

③化学物質排出削減

④SDSの管理の徹底

①顧客満足度調査の実施

②加工/組付け/調整工数の削減

③クレーム/不具合の削減

2．環境負荷の実績(総量)

②時間当たりの
廃棄物

排出量の削減
(kg/稼働時間)

--
④化学物質

取り扱い及び管理
の徹底

22,682

79,004

21,718

-

41期

-- -

0.897
kg-

Co2/h

41期実
績に対し
て3％削

減

41期実
績に対し
て2％削

減

41期実
績に対し
て3％削

減

41期実
績に対し
て2％削

減

41期
実績に
対して
2％
削減

41期実
績に対し
て1％削

減

41期
実績に
対して
2％
削減

0.844
kg-Co2/h

2.173
L/h

0.21
kg/h

1.87
L/h

41期に
対して
3％削減

41期実
績に対し
て1％削

減

41期実
績に対し
て2％
削減

41期実
績に対し
て1％削

減

中期の目標

４．環境経営目標とその実績

環境経営目標
環境経営計画

実施事項

今年度目標

下記に45期(2022/3/1～2023/2/28)の環境負荷実績を示す。

45期

目標

3年後
の目標

基準値

①時間当たりの
二酸化炭素排出

量
の削減(kg/稼働時

間)

41期に
対して
3％削減

41期実
績に対し
て2％削

減

41期実
績に対し
て3％削

減

--

③時間当たりの
水資源投入量の

削減(㎥)

⑤顧客満足度の向上
満足度調査の実施

- --

41期に
対して
3％削減

-

-

-

0.282
kg/h

45期

65,784

15,878

二酸化炭素排出量(kg・CO2) 62,311

18,060

70,274

44期42期 43期

廃棄物排出量(kg)

74,174

18,085

146

CO2排出係数は、0.475[kg-CO2/kWh]です。(基礎排出係数)

水資源投入量(㎥) 175 156 171 156
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＊45期（2022年3月～2023年2月）の活動の取組みと評価をしております。

環境経営計画の取組み結果の評価

1．二酸化炭素排出量の削減

◎ ◎　次年度の計画

・ 実施事項について

① 空調温度の適正管理

　　　② 照明・PC電源の不要時のOFFの推進

③ エコドライブの推進と社用車の点検整備

・ 目標が達成できた状況と要因

コロナの影響で始まったリモートの打ち合わせも継続中

冬場の体調管理の為、暖房には気を使い灯油の使用量は多くなった。

2．廃棄物排出量の削減 　

◎ 今期目標値は、達成できました。 ◎　次年度の計画

・ 実施事項について

① 分別ルールの徹底と呼びかけ

② マニフェストの管理と産業廃棄物管理票交付等状況報告書の

提出は期限内に行われています。

・ 目標が達成できた状況と要因

仕事の内容による影響が大きいが、木くずの排出量が非常に少なく、良好。

3．水資源投入量の削減 　

◎ 今期目標値は、達成できました。 ◎　次年度の計画

・ 実施事項について

① 使用量の確認と会社全体への呼びかけ

② 手洗い場への節水の表示

・ 目標が達成できた状況と要因

1月の寒波でトイレが水漏れを起こしましたが、日ごろの点検のおかげで

直ぐに水漏れに気づき対処ができました。

4．化学物質取り扱い及び管理の徹底

化学物質含有製品の把握と排出量の把握 ◎　次年度の計画

SDSの管理は行われております。

引き続き化学物質含有製品の把握と

化学物質排出削減も取り組んでいきます。

5．顧客満足度調査の向上

顧客満足度調査は年間計画通り行われております。 ◎　次年度の計画

クレーム、不適合発生時は手順に沿って対応し、再発防止に努めております。

 継続して実施する。

 継続して実施する。

今期目標値は、達成できました。

５．環境経営計画の取組みと評価

基準年-3%を目標に実施する。
<実施項目>
①空調管理の徹底
②消し忘れの撲滅
③エコドライブの推進と社員教育

基準年-3%を目標に実施する。
<実施項目>
①分別ルールの徹底
②社員教育の実施
③マニフェストの管理

基準年-3%を目標に実施する。
<実施事項>
①使用量の把握
②節水の呼びかけ
③水の再利用を検討
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1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

産業廃棄物管理票交付状況報告書の提出など、

全ての関連法規で遵法となっております。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

遵法

要求事項

特定施設設置の届出(H21年10月21日)
規制基準の厳守

特定施設設置の届出(H21年10月21日)
規制基準の厳守

規制基準の遵守(臭気指数21)

マニフェストの交付/管理
産業廃棄物管理表交付等状況報告書の作成

保守点検、清掃、水質定期検査の実施

少量危険物貯蔵所の届出(H9年3月18日)

以上

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

浄化槽法

６．環境関連法規制の順守

７．代表者による全体評価と見直し結果

消防法

遵法状況

遵法

遵法

遵法

法規制等の名称

騒音規制法

振動規正法

悪臭防止法

遵法

遵法

環境活動目標に対する実績は、良好な数値結果であったと思います。本年度45期において、トータル的に

全ての項目で目標数値をクリアできたことは、エコアクション委員会の日々の積み重ねの活動、そして全社員の

意識向上にあると確信しております。次期46期においても。油断することなく、全社員、そして来社される方々

も含め、さらなる積極性を持って、先手先手で取組んで参ります。

中でも良かった点としては、目標値に対してだけの行動に留まらず、前年値も意識して活動を進め発表・報告

なさている点。更なる排出削減を目指して委員会活動が継続的に行われている点は非常に高く評価しています。

部分的に前年値を超えてしまっている箇所は見受けられますが、期をまたいでの使用や時期的な廃棄であると

いうことの要因分析もきっちりとなされている事も評価される点です。

次年度も引き続き、目標数値のクリアだけでなく、更なる高い環境意識を全社員で共有し、多くの工夫を凝らして、

より一層の排出削減を目指していきます。
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活動の様子

塗料のTXフリー化

使用する塗料をTXフリーの物へ随時変更中

＊TXフリーとはトルエン、キシレンを含まない

材料のことです。

廃ワイヤー電極のリサイクル

ワイヤーカット放電加工で使用する真鍮製のワイヤー

電極を使用後に廃ワイヤー電極としてメーカーへ送り

リサイクルを行っています。

購入するワイヤー電極はリサイクル品を購入しています。

勉強会

安全作業やごみの分別など、会社内でのルール
について勉強会を行い再認識を行いました。

広範囲は出来ませんが、出来る範囲で清掃活動
をして環境美化活動を行っております。

清掃活動

ごみ箱を新調し、色分けをして更に分別が

分かりやすくしました。

ゴミ分別の呼びかけ エアコンの内部洗浄

社内のエアコンを専門業者へ依頼して内部を洗浄

していただきました。

効率良く稼働できることを期待します。




